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関西大学地域再生センター研究発表会の開催

■団地再編 COMPETITION と南花台
　スマートエイジング・シティ団地
　再生モデル事業
　2015 年 1 月 10 日（土）に関西大
学先端科学技術推進機構地域再生セ
ンターの研究発表会として、「団地再
編 COMPETITION2013 と『 南 花 台
スマートエイジング・シティ』団地
再生モデル事業」が開催された（会
場：関西大学東京センター）。本リー
フレットは、この研究発表会の内容
を記録したものである。

【研究発表会のプログラム】
1）京都府八幡市男山団地「だんだ

んテラスの目指すもの」
2）団地再編 COMPETITION2013 概

要
3）最優秀賞受賞作品の紹介（省略）
4）河内長野市長賞受賞作品の紹介（省略）

5）優秀賞受賞作品の紹介（省略）
6）KSDP 提案の紹介（省略）
7）大阪府河内長野市 南花台スマー

トエイジング・シティ団地再生モ
デル事業概要

8）ディスカッション
（注）省略した作品内容については、関連リー

フレット 157、158、159、160、167、団地

再編叢書 014 を参照されたい。

■京都府八幡市男山団地「だんだんテ
　ラスの目指すもの」（辻村修太郎氏）
　だんだんテラスは 2013 年 11 月
16 日にオープンした。365 日オープ
ンの住民が気軽に集まれるコミュニ
ティ拠点として、現在は関西大学の
大学院生が中心となって運営を行っ
ている。将来的には住民の自主的な
運営を目指している。団地居住者だ

けではなく、周辺地域や八幡市以外
から来られる方もいる。
　だんだんテラスは次の 4 つの事業
を行っている。① 365 日集まれるコ
ミュニティの拠点の運営。②男山地
域のまちづくりに関する情報収集。
③男山地域のまちづくりに関する情
報発信。④課題解決への取り組み。
　日々の活動は、開設時から続くだ
んだん朝市、だんだんバー、朝 10
時から始まるラジオ体操、住民が企
画する教室・講座、行政主催の公開
講座などがある。これらの活動や予
定は「だんだん通信」で発信している。
今後は、現在の居住者が自主的に住
戸改修に取り組める仕組みづくりを
進めている。
　だんだんテラスの大きな魅力は、
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365 日空いていることである。そこ
に必ず誰かがいるという安心感がと
ても重要である。だんだんテラスと
いう場所について、今後も関わる人
たちと全員で考えていくのがだんだ
んテラスの目指しているものである。

■団地再編 COMPETITION2013 概要
　 団 地 再 編 COMPETITION2013 は
2013 年度から 2014 年度にかけて
行われた。人口減少や高齢化など、
社会の抱える問題が表面化しつつあ
る郊外の団地、大阪府河内長野市の
UR 南花台団地を対象地とし、団地
全体の仕組み・空間の再編、新たな
暮らしの提案を広く募った。そして、
アイデアを社会・自治体・事業主体
などに発信・公表し、団地が抱える
問題の議論をより深め、新たな展開
を促すことを目指した。スケジュー
ルは、2013 年 11 月 1 日から登録受
付を開始し、2014 年の 5 月 25 日に
河内長野市内で二次公開審査会を行
ない、最優秀賞 1 作品、河内長野市
長賞 1 作品、優秀賞 2 作品、佳作 4
作品を選出した。

■大阪府河内長野市 南花台スマート
エイジング・シティ団地再生モデル
事業概要・河内長野市より（谷ノ上
浩久氏）
　河内長野市では、
南花台スマートエ
イジング・シティ
団地再生モデル事
業 を 2014 年 9 月
から開始した。
　昭和 50 年前後に戸建て住宅を中
心とした開発団地を多く作って、そ
れによって急激に人口を増加させて
きた市であるため、人口減少率が大
阪府下の市のなかでは一番になって
いる。
　南花台は、人口は現在約 8700 人、
ピーク時は約 11400 人で現在も減
少している。高齢化率が 25.2％と市
の平均値とほぼ同率だが、他の開発
団地と比べるとおそらく低い数値で

ある。南花台を市の南部の一つの生
活拠点として整備することを目指し
ている。昨年大阪府市医療戦略会議
から 7 つの具体的な提言がなされた。
その中の「スマートエイジング・シ
ティ」のコンセプトを元にして、南
花台を舞台に、今住んでいる人が住
み慣れた場所で安心して快適に住み
続けられるまちをめざしていく取り
組みである。
　総合的にまちづくりを検討するた
めに、医療・産業・活力・子育て・介護・
看護・機能を総合的に検討し、それ
を地域に関わる大学や、企業・団
体・地域の事業者等と、連携してい
く。さらに行政は部局間を横断して
関わっていく。このモデル事業で研
究したものを、思い切った事業提案
として地域に下ろしていきたい。地
域に下ろしたときに地域の方々と検
討・計画を立てて実施していく。現
在は総合研究会を毎月一回実施して
おり、10 月から 3 回実施した。毎
月一回地域ワークショップを実施し、
地域のニーズを探っている。
　幾つかの柱を共有している。①健
康寿命の延伸、元気な住民の活躍の
場づくり。②課題解決につながるよ
うなビジネスモデル構築。高齢者の
方も生きがいをもって取り組めるも
の。③地域の医療・介護・看護の仕
組みづくり。④ストック活用。これ
らを実施しながら、地域の自立継続
性の効力を高めていきたい。
　今後はワークショップを通じて
ニーズを把握して、そうしたなかで

「南花台まちづくり構想案」を作って
いこうと考えている。27 年度は、い
ろんな提案事業を地域に下ろして、
試験的に実施し、その効果を見なが
ら、まちづくり構想を作り上げてい
こうと思っている。28 年度以降は本
格的に取り組みを実施している。

■大阪府河内長野市 南花台スマート
エイジング・シティ団地再生モデル
事業概要・大阪府より（金森佳津氏）
　大阪府市医療戦略会議を昨年度開

催 し て、7 つ の 提
言をまとめた。超
高齢化社会という
のは日本全国の最
重要課題になって
いるが、現在 880 万人の人口を擁す
る大阪府では急速に高齢化が進み、
地方とは違ってボリュームの非常に
大きい高齢社会になっている。そこ
で噴出する課題は、緩やかに高齢化
が進んできた地方とは全然違う。大
阪府民の健康寿命はワースト 1,2,3
くらいを常に争っており、10 年間に
及ぶ非健康あるいは生活に支障があ
る時代を生きないといけない状況で
ある。これは成長戦略にとっても大
きな課題であるし、さらに大阪府市
の地方自治体の財政にとっても多大
なる負担が予想される。こういう課
題意識が最初にあって、これをどう
乗り越えるか、健康や医療という観
点から議論を行ったものが大阪府市
医療戦略会議であり、その流れのな
かで健康・医療の問題を縦割りの健
康政策や福祉政策で解決するのでは
なく、地域のまちづくりという住宅
政策・都市政策までも幅広く領域と
して捉えて考えていくことを提言し
た。これを受けて、河内長野市でモ
デル地域として郊外開発団地の再生
と合わせたスマートエイジング・シ
ティづくりということを行っている。

■大阪府河内長野市 南花台スマート
エイジング・シティ団地再生モデル
事業概要・株式会社タニタより（猪
野正浩氏）
　株式会社タニタ
は 健 康 機 器 を つ
かって、人々の健
康をどう管理して
いくかという、も
のからひとへ重心を移している。最
近はタニタの健康管理プログラムと
いうものを進めており、それがある
程度効果が出ている。これを昨年く
らいから、実際の企業・自治体に提
供し始めた。一番最初に取り組んで
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いるのが、新潟県の長岡市である。
長岡市では、このタニタ健康管理プ
ログラムをフレームにして、新たな
健康拠点を作った。さらに、職能と
言うよりは新しい業態として、将来
的には市街地再開発の中で、我々の
新しいタニタ、ヘルススタートアク
ティビティというものを入れ込んで
いこうと思っている。
　国土交通省の方が、河内長野の南
花台というところは坂道が多いので、
坂を使って新しい健康作りが出来ま
せんかと相談を受た。その次に、谷
ノ上さんから弊社へ相談があった時
に、ご提案をさせていただいたとこ
ろ、非常に興味を持っていただいた。
その後、大阪府のスマートエイジン
グ・シティのモデルに認定されたこ
とで、今回のメンバーに入っている。
　タニタという会社は、メーカーと
言うよりは総合機構企業ということ
で、いろんな健康に関わるソリュー
ションをまちの特徴や健康管理プロ
グラムのフレームに合わせてカスタ
マイズし、南花台でも提供していき
たいと考えている。

■ディスカッション
江川直樹（コーディネーター）
　私たちは「団地再生」ではなく「団
地再編」として、いろんな仕組みの
再編も含めて研究をしている。私た
ちの団地再編プロジェクトについて
説明をして、議論に入りたい。
　関西大学団地再編プロジェクトは、
文科省の補助事業に基づいて行って
いる研究活動である。文部科学省私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業
というもので、5 年間の事業支援研
究補助事業である。大学の中に、戦
略的な研究基盤を形成することに対
して支援をするプロジェクトである。
大学には様々な役割があるが、社会
的な第三者的な立場の意味合いの役
割もある。このような研究基盤を形
成することが、補助事業の大きな目
標になっており、それぞれの研究テー
マへの回答だけではなく、それを柱

イジング・シティについてどう思わ
れたのかという点、そしてさらなる
ご提案やご意見があればお話しいた
だきたい。そして、何から始めるか
について何かご意見がおありなのか。
また、折角なのでいい提案をされた
方々と一緒にやりたいと思うので、
それぞれご意見をいただきたい。

重村力氏（最優秀賞受賞）
　スマートエイジング・シティとい
う言葉を聞いて感じたのは、人生を
通じてトータルに考えることと、住
宅地そのものが上手にエイジングし
ていくこと。たとえば、ヨーロッパ
では第一次大戦で壊滅的な廃墟に
なってしまい、そこから集合住宅を
つくった。一番有名なのはブルーノ・
タウトがやったジードルンクだが、
1920 年代に作られて、今世界遺産
になっている。もちろんブルーノ・
タウトが設計したからデザインレベ
ルも高いが、日本の住宅公団が設計
した建物はひどいかというと、それ
ほどひどくも無い。だが、何かが間
違っているから、持続的に住む対象
にならないし、建物もエイジングし
ないし、住み手もスマートにエイジ
ングしない。今日の発表の提案も、
外部空間を対象にしているのも同じ
問題によるもの。ドイツがすごいな
と思うのは、居住空間を指す「ヴォー
ンラウム」という言葉があるが、そ
れを外部の環境に対し「アウシェン・
ヴォーンラウム = 外部の居住空間」
という概念がある。だから、家の外
も全然粗末にしない。日本の団地は
そうならない。公団団地では以前団
地サービスというところが樹木の剪
定をしていた。きちんと管理してる
かもしれないが、つまらないものに
なっている。そのため転出する人の
出て行く理由が、生活環境として何
かが足りないというもの。だけど、
南花台だと提案にあるような暮らし
ができるんだよということになると、
出て行く人の半分ぐらいは残るかも
しれない。そういう地域的な継続性、

に継続的な研究基盤を作りなさいと
言われている。
　近年の社会情勢の中で、今後の集
合住宅団地について、それぞれの公
的な事業主体だけでは研究費を出し
て研究することが難しい状況にある。
ストックを活用しながら地域も含め
てやっていくには、「人」が重要であ
る。そういう「人」は誰なのか。次
にこの問題に取り組んで社会をリー
ドしていく若い人材を育てる機会を
つくることも、このプロジェクトの
大きな課題である。
　男山団地では、京都府・八幡市・
大学・UR 都市機構の実質的に四者
の連携協定で活動を展開しているが、
我々としては大学の関わり方として
関西大学だけでやる必要はまったく
ないと思っている。いろんな大学と
か、いろんな方々と一緒にやってい
くべきものである。男山団地の取り
組みは約 3 年やっているが、連携後
ドライブがすごくかかって、いろい
ろなことが実現している。一番重要
なのは、どこから始めるか。今回の
コンペでいただいた提案を、どこか
らスタートさせて、どういうお金で、
どういうシステムで、どういうプロ
セスで、実現していけばいいのかが
大きな問題である。そこに重点を置
いて、議論を進めていきたい。
　面白かったのは、今日発表にあっ
た 4 つの提案とも、屋外空間に視点
が置かれていた。これも、今までの
制度が作ってきた空間を変える提案
であり、制度も変えていく必要があ
る。
　南花台のスマートエイジング・シ
ティの話だが、コンペで皆さんに提
案をいただいたときには、この話は
全く無かった。昨年 7 月にこの提案
の発表会と作品の展示会を大阪市内
で開催したが、その時もスマートエ
イジング・シティの話は無かった。
それ後、あっという間にこの話になっ
て、進んでいる。
　今日は、優秀提案の重村さんと三
好さんと塚本さんには、スマートエ
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社会的な持続可能性が、スマートエ
イジング・シティだなと思って聞い
ていた。
　何からやれるかというと、一階住
戸の居住性が悪いのを直し、接地性
がメリットになるような改造を行い、
外部空間を改造してみて、みんなが
それを支持するようなスタイルにな
る実験をやってみたら良いと思うし、
私もお手伝いしたいと思う。それと、
奥河内運動を行ってる方々ともお話
ししたい。この地域にも活発な活動
家がいるみたいで、そういう方々と
お話しする機会をつくって、それで
本当に何が出来るかを話してみたい。

江川直樹
　なぜ、日本はベルリンやウィーン
で 100 年前に出来た集合住宅の団地
のようにならないかというと、僕た
ちの研究からかなり言い切れること
がある。一つはまちを作ってく要素
があるかと言うこと。明らかに街路
型で出来てる団地は残っている。特
に街区型で出来てる団地は、100 年
間、ちゃんと住民の人たちがよく使っ
ていて、中庭はみんなでやっている。
日本ではレジデンシャルインパーク
型でまちから後退して背を向けて
作ったことが一つ。だからイギリス
ではそういった団地が全部街区型に
改変されている。日本のストック活
用型の場合にはそういうことが出来
ないがゆえにちょっと難しい。住棟
に、新たな部分を足すことで、沿道
性をつくることができると思う。ま
た、住民が参加できる部分があるこ
とって言うのはとても大きなこと。
持続的にやっていく中で、誰のもの
か分からない、誰がやってるのか分
からないものを特定化して、誰がやっ
てるのか、それは個人なのか共同な
のという違いはあるが、できれば個
人の方が効果は高い。個人が集まっ
て議論しながら、個人の責任でやる
のが効果的である。つまり、空間の
問題も大きな課題で、彼らは積極的
に直そうとしているということが既

に分かっている。出て行く出て行か
ないの問題も、ライフステージに応
じて地域の中で移り住む。こういう
仕組みがあると地域からは出て行か
ない。

三好庸隆氏（河内長野市長賞受賞）
　スマートエイジング・シティの発
表があったが、大変すばらしいと感
じた。ただ、基本的には暮らしの再
編というのはトータルなものなので、
ターミナルケア的な印象が出てくる
とよくない。行政的にはどこかに焦
点を当てる必要があるかもしれない
が、ぜひトータルに暮らしを捉えて
いってほしいし、仕組みもそういう
ふうにやっていただきたい。
　何から始めるのかだが、これは大
変難しい問題だが、同時多発的にす
べてから始めることが大事である。
これは総論だから、もし、少し絞る
のであれば、一つは住民参加型。そ
れからあまりお金がかからなくて出
来ること。たとえばワークショップ
とか。それから、コミュニティビジ
ネスは刻々と変わってきている。安
倍政権の地方創生では団地再編と重
なる部分もある思う。団地周辺の方々
がいきいきしていくためには動かな
いと駄目。雇用の概念が建築系や都
市計画系の人の発想に極めて少ない
のが問題だと感じている。たとえば、
UR 団地の空室を事業者にサブリース
して事業者がサービス付き高齢者向
け住宅やシェアハウス事業、保育所
事業を展開するなどが有り得る。現
に今、UR × IKEYA( 民間企業）で、
若者向け住宅をやっておられる。そ
のような発想から横断的かつ複合的
視点からいろんな切り口で事業を推
し進めることが大切だと思う。
　住民主体の進め方をする一方で、
そのようなコミュニティビジネスを
テーマとした事業提案コンペを行っ
て、有能なチームには、既成の仕組
みにとらわれることなく、どんどん
事業チャレンジができる。そのため
のオープンなプラットフォームを自

治体等の公的機関が、積極的に創る
ことが求められているのではないか。
　もし私に参加するチャンスがあれ
ば、「暮らしの誇りと絆が見える」と
いう私の提案をぜひ具体的に動かし
てみたいですね。

塚本文氏（優秀賞受賞）
　二つ目のどこから始めるかから話
したい。
　一番大事なのは地域の人たちがマ
ネジメントしやすくすることに尽き
る。それがハード面なのかソフト面
なのかはいろいろある。なぜ地域の
人のマネジメントが大事かと言うと、
このコンペは公的大規模賃貸住宅を
対象としており、公的という点でコ
ストの課題が非常に大きいことが明
らかである。中でもマネジメントコ
ストが非常に大事になる。このマネ
ジメントコストをどのようにコント
ロールするかが、結局は団地の持続
性につながると考えている。コスト
の縮減と言っても、単に落とすだけ
だと維持管理の質が下がるので、誰
かがマネジメントの役割を担わない
といけない。そのときに誰が担うか。
企業や大学が入ると思うが、地域住
民で手をかけることが必要となる。
だんだんテラスの例を見て感じたの
は、住民の人が維持管理をやるのが、
一見つまらなく見えるが、だんだん
テラスの写真ではすごく楽しそうに
やっている。住民の人たちがマネジ
メントに加わる過程が、それ自体が
暮らしの中に組み込まれていて、か
つ楽しく生きがいになる。このサイ
クルがあれば、これが循環して、持
続的に運営されていくと感じた。
　もう一点が、公的大規模賃貸住宅
の「大規模」というところ。団地の
特徴の一つは、とてもマスな構造に
なっていること。マスで、かつ全国
に同じようなタイポロジーで作られ
たので、先進事例を一カ所作れば全
国に広がっていく可能性は持ってい
る。他方でそれは今までと同じやり
方でもあって、そこに多様性を入れ
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込むことも大事である。その多様性
は、河内長野の歴史性をそこに反映
させることや、地域のプロフェッショ
ナル的な人にどうやって入っていた
だくことで多様性が生まれる。
　今回スマートエイジング・シティ
は、その多様性の一つの提案だと感
じている。奥河内という言葉がある
が、それは地域の人のいろんな力、
そこにしかない資源の力を投じた結
果、今のスマートエイジング・シティ
というプロジェクトが動こうとして
る。だから団地の多様な在り方の一
つの形態であり、かつ先進プロジェ
クトの一つだと理解した。エイジン
グとはどうやって年を重ねていくか、
つきつめるとどうやって生きていく
かということ。エイジングの仕方に
も、多様なやり方が許容される時代
になった。
　どう関わっていくかだが、私は
DIY をやってみたいなと思っている。
実際に改修をしてるみなさんのすご
く楽しそうな写真を見て、私もその
中に加わりたい、一緒に鋸を引いて
みたいというのが、第一印象である。

江川直樹
　男山団地で研究を始めるときに、
はじめにやったのは住戸を借りるこ
と。当時の院生が住みながら、大学
に通っていた。今南花台でも同じこ
とをやろうとしている。マルチハビ
テーションの考え方で、ストックは
いっぱいあるので、みんなで使い回
していくことを考えている。
　もう一つ、だんだんテラスでは、
立ち上げは学生がやるが、将来的に
は住民がやると言うことで、住民が
自活的にやれるように取り組んでい
る。その中で逆に住民の方から意見
が出てきて、これは学生とやってる
からおもしろいんだと。やはり団地
に欠けてるのは、若い世代。なので、
もう少し近くの大学なども巻き込み、
みんなでやっていく必要があると考
えている。

円負担した方は年間五千円以上の
サービスを受けられないと納得して
もらえない。
　タニタマンションを作りましょう
と言う話があった。一番計測しやす
いのは共用部分、1 階から入ってエ
レベーターか階段で上がる近くにプ
ロ用の機器を置くこと。動線の中に
入れていくことが大事で、そうなる
と人が自然と集まってコミュニティ
ができる。南花台でもそういうこと
が出来ればいいと思っている。また、
食の側面もある。カフェや食堂があ
るが、基本的にすべて地元の方にやっ
て頂くようにしている。我々はコン
テンツとスーパーバイザーをやるだ
け。雇用の創出やセカンドキャリア
を活かす仕組みが出来ると思う。
　お年寄りの方はみんな元気なんで
す。だからあまり過保護にしない方
が良い。むしろきちっと体の調子を
分かるようにして、きちっと運動指
導をすれば、ずっと健康な体でいら
れる。まだ一般の方の健康リテラシー
は低いので、健康リテラシーが上が
れば、健康寿命は延びていくと思う。
これからいろんな自治体さんとやら
せていただいて、そういう姿勢で取
り組んでいきたいと考えている。

江川直樹
　お金を出す関係で思い出したこと
がある。徳島のひょうたん島という
中洲のまわりの新町川がすごく汚れ
て、川があまりにも汚いので「新町
川を綺麗にする会」を作って、会費
を三千円取るようにした。会員のメ
リットは何かというと、川の掃除が
出来るというもの。それを 10 年以
上続けたら、本当に綺麗な川になっ
て、川が綺麗になるとまわりのまち
が綺麗に見えてくる。川に背を向け
ていたまちが川の方に向くことに
なって、住民同士の交流も深まった。
いろんな事を考えながら複合的に仕
組みを作っていくことがあると思い
ました。

辻村修太郎氏
　だんだんテラスのことを話すと、
だんだんテラスはまず場所を作って
365 日開けるというすごくシンプル
なところからスタートした。オープ
ンの日はイベントを企画したが、そ
の次の日に「次何すんねん」と言う
形でスタートした。365 日開ける中
で、いろんな人と話をして、いろん
な人と関係を持って、一年経って、
いろんな活動が生まれたという経緯
がある。一番重要視しているのは、
まずやってみて、失敗したらまた次
考えて、考えることを止めないで続
けていくこと。その中で面白い発見
をした学生がいる。今取り組んでい
るラジオ体操にはすごい考え方が潜
んでいるという話になった。それは、
お金をあまりかけずにずっと長く続
けていけるし、例えば高齢者の方は
ラジオ体操の中にジャンプをするヶ
所があるけども、そこはジャンプを
する高齢者の方もいるし、リズムを
取る高齢者の方もいる。みんなで一
緒のことをするけども、自分らしく
それに参加しているということが、
これからのまちづくりに繋がってい
くような気がしている。

江川直樹
　だんだんテラスは毎日開いてない
と意味ないということで、辻村君た
ちに「やるか？」と聞いたら、「やり
ます」と即答だった。本当にやって
います。学生諸君は素晴らしいなと、
思っている。

猪野正浩氏
　大きなテーマは健康寿命を延ばす
こと。長岡では多世代健康まちづく
りとして、小さい子供からシニアの
方まで幅広くやっている。一般の方
を対象としたときに、モチベーショ
ンを持てるかが大きな課題である。
今一番言っているのは、楽しく、簡
単に、しかもお得にという 3 つをコ
ンセプトにしている。参加される方
は何千円かの負担をしており、五千
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金森佳津氏
　2 点あります。スマートエイジン
グ・シティという言葉を超高齢化社
会の解決にしたいと申し上げている
ので、高齢者の問題を解決するとい
うふうに捉えられがちですが、先生
方が仰ってくださったように、まさ
に全世代に渡って活力を持っていく
ことであるので、問題対処療法的に
やっても駄目だという思考回路で考
え行く必要がある。それからまちそ
のもの、大阪も年老いかけている。
どんどん寂れていくまちの活力をど
う維持していくかを併せて考える必
要がある。今日のテーマの公的大規
模賃貸住宅団地は、いわゆる分譲で
買った方と違って、臨時的にそこの
住民であるという形だったと思う。
行政もそのように扱ってきて、特に
UR 団地や府や行政が関わってる公
社団地は、問題が起こったら行政に
近いところが自己完結的に解決して
くれることを、住まう人も行政も期
待してしまっていたと思う。これが
今のやり方には全く合わなくなって
いて、今後ダイナミックに再生をし
て、長く住む良いまちを作るには、
行政の側も閉じた空間の中で、UR 団
地の中で問題を解決するのではなく
て、具体的な提案をし、地域として
どうやっていくかをしっかりと一緒
に考えなければいけないだろうと思
う。現在南花台でも、団地の中に住
んでおられる方がどれだけこのまち
を考えるワークショップに出ていた
だけるかというのが、今後の一つの
ハードルで、それを努力していかな
ければならないのを感じた。これか
ら、大阪府も一生懸命皆さんのお力
を借りてやっていきたいと思う。

谷ノ上浩久氏
　今回この事業を立ち上げるのに、
上層部に相談する前に大阪府にモデ
ル地区に指定してもらうために動い
た。庁内でこの事業が必要だという
説明をする際に、重村先生の提案の
中に出てくるフレーズをたくさん使
わせてもらった。結果、庁内で理解
してもらい、なんとかこの事業をやっ
ていくことになり、今は市長も含め
てこの事業を多方面で宣伝しながら
やっている。そういう意味でも本当
に良い提案で、感謝している。特に、
外部空間が支持をもらえる空間でな
いといけない点に共感した。昨日、
長岡市の視察に行ったときに、その
空間で地域の活動が誰にでも見える
というのが非常に良いと感じた。地
域の活動が閉じた部屋の中でされて
いて、何処でどんな活動をしている
のか分からないというのが、今の南
花台での課題であると感じた。
　次は、三好先生からいろんなこと
を同時多発的にというお話があった。
これは江川先生も当初から、やれる
ことはどんどんやっていくとおっ
しゃっている。これをやると非常に
しんどいんですけど、いろんなこと
が起こって、それを躊躇無く始めて
いっているので、その整理が非常に
難しい。しかし、それをしっかり整
理しながら、同時多発的にやってい
くというのは、この事業の特徴とし
て捉えていきたいと思っている。ま
たコミュニティビジネスで、生きが
いをもってやっていき、地域課題の
解決に繋げていくことも考えている。
自分のまちが、良いまちになること
に生き甲斐を感じてもらえるような
コミュニティビジネスが良い。
　塚本さんの提案の中で、エイジン

グっていう表現を「年を重ねる」と
いう表現でご説明いただきましたが、
これは私も同様に考えており、ワー
クショップでもそのように説明して
いる。エイジングというのは、加齢
とか老いるという表現もあるが、そ
うではなく「年を重ねる」、子供から
大人まで年を重ねるという成長だと
捉え方をしている。子供から大人ま
で成長できるようなまち、経験が出
来るまちというのが今回狙うスマー
トエイジング・シティであると捉え
ている。高齢者の方に、エイジング
へのイメージを聞いたら、やはり老
いるというよう理解が多く、老いた
らどうなるかと聞いたら、どんどん
体が不自由になるという答えが多い。
そうではなく、さらに成長してやれ
ることがどんどん増えるとか、これ
までやってきた経験を地域に生かせ
るとか、そういう捉え方をしてくだ
さいという説明をしている。
　最後に、この事業では、地域には
優秀でいろいろな経験をされてるプ
ロフェッショナルな方がおられて、
これを上手く活用したいと思ってい
る。ただ、いろんな能力をお持ちで
あるが故に、意見が合わないことや
派閥ができていたりする。なんとか
この事業を魅力的な事業にして、そ
ういう人たちが一つになり、地域が
一つになれるのも、今回の目的の一
つにあるを思っている。本日は本当
にいい話をありがとうございました。

江川直樹
　今日は会場のみなさんと意見交換
する時間がございませんでしたが、
これで終わりにしたいと思います。
ご登壇の方も聞いてくださった方々
も、本当にありがとうございました。

( 講演 :2015 年 1 月 10 日 )
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